
日本国文部科学省、スウェーデン教育研究省、スウェーデン起業イノベーション省 

による日スウェーデン外交関係樹立 150 周年における 

両国の科学技術協力の強化に向けた共同文書 

 

 

 

日本とスウェーデンは、幾年にわたり様々な分野において交流・協力を続けてきた。そ

れぞれ科学技術立国として知られる両国は、科学技術イノベーション分野においても、重要

なパートナーとして交流・協力を積み重ねている。 

研究者・大学・研究機関の交流が着実に進んできたなかで、相互理解と協力が促進され

ている。 

我々、日本の文部科学省と、スウェーデンの教育研究省及び起業イノベーション省は、

日スウェーデンの外交関係が樹立され 150年が経つ、この記念すべき年をともに祝し、両国

の科学技術協力の重要性及び可能性をここに再確認した。両国はいわば課題先進国同士であ

り、今世紀における両国の科学技術イノベーション分野での協力が益々重要になると考えら

れる。 

本日、我々は、様々な研究分野やチャンネルで行われている研究者・大学・研究機関の

交流・協力を改めて歓迎し、引き続きの発展を奨励するとともに、外交関係樹立 150周年の

機会において、科学技術協力を更に強化すべく議論されてきた、以下の取組及び進展をハイ

ライトできることをともに喜ぶ。 

 

大学間の交流 

スウェーデンと日本は、個々の研究者や大学の戦略的イニシアティブに基づく、長きに

わたる豊かな学術協力の歴史を有している。 

2015年 10月に東京で日スウェーデン学長サミットが開催され、これを機に、日本の 8

大学、スウェーデンの 7大学からなる「MIRAIプロジェクト」が開始された。これまで、

「高齢化」「材料科学」「持続可能性」「イノベーション」の 4つの共通関心分野を抽出

し、国際共同研究や若手研究者交流を促進するための活動を行っている。 

  もう一つの戦略的協力の例として、東京大学と、ストックホルム大学群（カロリンスカ

研究所、王立工科大学、ストックホルム大学）との協力がある。2017年 9月、彼らは、戦

略的パートナーシップの中で、社会に対する付加価値に向け、研究と教育における学術交流

及び協働により相互利益を達成できるという確信を持って協力に関する合意文書（「東京大

学、カロリンスカ研究所、王立工科大学、ストックホルム大学間の戦略的パートナーシップ

に関する合意」）に調印した。 

2018年 10月には、京都において、交流の持続性、より広範な大学の参画、交流のイン

パクトを促進すべく、ファンディング機関も参加して新たな学長サミットが開催された。 

  大学間のボトムアップの議論に基づく、これら、またその他の協力は貴重である。

我々は、両国の大学間交流が築かれていることを歓迎するとともに、実りのある交流が引き

続きなされることを期待する。 

 

ファンディング機関を通じた国際共同研究 

 2015年の合意に基づき、科学技術振興機構（JST）と Swedish Governmental Agency 

for Innovation Systems (Vinnova)は、共同で日スウェーデンの国際共同研究・イノベーシ



ョンを支援する国際共同事業を推進している。2016年には、高齢化社会の課題への解決策

を開発すべく、「高齢者のための地域共同体の設計やサービスに関する革新的な対応策」に

係る産学国際協働プログラムの下、共同公募を実施し、課題を支援中である。 

JSTと Vinnovaによって開発された協力モデルは、新しい革新的な解決策が重要とな

る、他の共通関心の社会的課題に対処するためや、適切なテーマまたは横断的テーマに適用

可能であると考えられる。 

  近年の両国の大学間交流によるボトムアップ議論の進展から、共通関心分野において新

たな、潜在的に重要なテーマが生じてくると考えられる。この成果は、双方のファンディン

グ機関にとって、研究・イノベーションに関する今後の国際共同事業の企画立案に重要なも

のとなるだろう。 

 

大型研究施設を通じた協力 

両国は、世界最高水準の放射光施設を有し、物質科学から生命科学に至る広範な分野で

研究者に利用されている。スウェーデンでは、2016年 6月に次世代施設の MAX-IVがルンド

で稼働を開始しており、2017年に利用者プログラムが始まった。日本の代表的な放射光及

び X線レーザー施設である SPring-8を含む、他施設との技術的な協力が行われている。 

SPring-8と MAX-IVは、可能であれば 2020年の開始に向け、専門知識とビームタイム

の交換を含む共同プログラムの協議を開始した。このプログラムには、施設へのアクセス

や、二国間の国際共同研究の推奨及び実施が含まれる予定である。 

  また、中性子施設においても、スウェーデンと日本には、世界で 3つしかないメガワッ

ト級核破砕中性子源の 2つが立地している。ESS（欧州核破砕中性子源）はスウェーデンの

ルンドで建設中であり、2023年に利用者プログラムを開始することを目指している、また

J-PARCは日本の先導的な中性子施設である。ESSと J-PARCは、2017年 7月に両国首相の立

ち合いのもと取り交わされた協力覚書（「欧州核破砕中性子源・欧州研究インフラ・コンソ

ーシアムと高エネルギー加速器研究機構、日本原子力研究開発機構間の核破砕中性子源開発

分野における協力合意」）に基づく技術的な交流を推進している。 

 

学術振興機関を通じた交流・協力 

2010年度から日本学術振興会(JSPS)と Vinnovaは、両者間の覚書（「日本学術振興会

と Vinnova間の科学協力に関する覚書」）に基づく国際共同研究に係る支援を開始した。

2013年以降はこれを引き継ぐ形で、JSPSと STINT（Swedish Foundation for Intenational 

Cooperation in Research and Higher Education） が、覚書に基づく国際共同研究を支援

している。JSPSと STINTは、様々な形で二国間の学術協力を強化するため努力している。 

また、JSPSとノーベル・メディア ABは、2015年から「ノーベル・プライズ・ダイアロ

グ」を開催し、学術に関する社会の関心・理解を高めるとともに、学術の振興に寄与してい

る。外交関係樹立 150周年記念行事の一環として開催された 2018年 3月に続き、2019年に

第 4回目の開催が予定されている。 

 

 

  文部科学省、教育研究省、起業イノベーション省は、上記の例に現される、科学技術イ

ノベーション・高等教育に関する日スウェーデン協力の進展を歓迎する。我々は、上記の取



組及び進展が更なる触媒となり、日スウェーデンの様々な機関、組織、その他の者の間で、

研究・教育・イノベーションに関する更なる交流・協力が促進されることを期待する。 
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